
Ⅱ．事業評価個表

を記載すること。

（２）  番号の欄には、事業評価総括表における番号欄に対応した数を記入すること。

（３）　交付金事業の成果目標の欄は、電源用施設周辺地域整備法第１条に規定する同法の目的の趣旨を踏まえて具体的に記載すること。

（４）　交付金事業の成果指標の欄は、成果目標を踏まえて定量的な指標を記載すること。

（５）  交付金事業の成果及び評価の欄は、進捗度、利用量並びに効果等を出来る限り数値を用いて記載すること。

（６）  交付金事業の契約の概要の欄は、契約件数が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（７）  成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無の欄については、第三者機関等を活用した場合にあっては、 第三者機関等の名称及び構成員等

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

　特になし

交付金事業の成果の再評価を行う場合の予定年度 　特に予定なし

　（備考） （１）  事業ごとに作成すること。 

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

工事請負契約 一般競争入札
茨城県日立市大沼町一丁目7番1号
株式会社　秋山工務店

126,360,000

交付金事業の成果目標
内外装・構造部改修工事の実施により，安全性を向上するとともに，建物の長寿命化に寄与します。また，トイレ改修（増築），照明器具
の改修等により，施設設備の機能性を向上させ，快適な利用を図ります。

交付金事業の成果指標 本改修を実施することにより，利用者の利用満足度１００％を達成することを目指します。

交付金事業の成果及び評価

工事の実施により，安全性の向上及び建物の長寿命化に寄与することができました。また，施設機能を向上させ，快適な利用を図ることが
できました。
なお，格技場の利用の多い生徒及び教職員にアンケートを実施したところ，すべてにおいて，利用環境が「向上した」旨の回答を得てお
り，利用者の利用満足度100％を達成することができました。

　＜利用者の主な意見＞
　　・窓が増えたことで明るくなり，生徒たちの表情も明るくなった。
　　・全体的に明るくきれいになり，やる気が高まった。
　　・窓が増えたことで，風通しが良くなった。
　　・換気を行いやすくなった。
　　・安土の的の位置の目印が棒になったことで，分かりやすくなった。
　　・整理整頓を行いやすくなり，より快適に利用できるようになった。
　　・トイレがきれいになり，使いやすくなった。
　　・トイレが格技場から近くなり，部活に専念できる時間が増えた。

総事業費 126,360,000

交付金充当額 92,400,000

うち文部科学省分 92,400,000

うち経済産業省分 0

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 茨城県東海村

交付金事業実施場所 東海村船場地内

交付金事業の概要

〇格技場
《内装》床（塗装, 貼替），壁（貼替・EP塗替），天井（更新・塗装塗替），照明器具（撤去新設）, 畳更新　等
《外装》屋根・外壁（塗装塗替），樋（撤去新設），防矢ネット（新設），鋼製建具・シャッター（撤去新設）　等
〇技術棟
《外装》屋根・外壁（塗装塗替），樋（撤去新設），鉄骨部（SOP塗替），フレキシブルボード（一部張替）等
〇渡り廊下
《外装》屋根(塗装塗替）・鉄骨（SOP塗替）・一部新設　等
〇格技場便所棟
《増築》木造平屋建て（延床面積：70.5㎡）等
※既存の便所（格技場）を撤去・新設

番号 措置名 交付金事業の名称

2 公共用施設に係る整備，維持補修又は維持運営等措置 東海村立東海南中学校格技場等改修事業


